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大
桑
村
議
会
議
長

岩
佐
　
孝
和

　
村
民
の
皆
様
に
は
、
佳
き
新
春
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
は
今
、
笑
顔
と
自
然
に
包
ま
れ
た
美

し
い
村~

未
来
に
つ
な
ぐ『
め
ぐ
み
の
郷
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
平
成
26

年
度
か
ら
の
第
５
次
総
合
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。
村
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢

化
、
支
え
合
い
に
よ
る
安
心
安
全
な
村
づ

く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
福
祉

の
充
実
、
若
者
の
定
住
施
策
等
と
合
せ
、

懸
案
の
庁
舎
建
設
、
大
桑
橋
の
架
け
替

え
事
業
も
具
現
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
と
し
て
も
し
っ
か
り
と

精
査
し
て
具
申
し
、
禍
根
を
残
さ
な
い
事

業
と
す
べ
く
、
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
な
が

ら
進
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
議
会
に
温
か
い
ご
指
導
と
叱

咤
激
励
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ
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国
道
改
良
に
伴
う
安
全
措

置

弓
矢
地
区
国
道
右
折

車
線
設
置
に
よ
る
一

方
通
行
に
伴
う
村
道
大
桑

駅
線
合
流
地
点
の
安
全
措

置
は
。弓

矢
ガ
ー
ド
下
と
の

合
流
地
点
に
停
止
指

導
線
を
設
け
、
徐
行
運
転

を
促
し
て
い
る
。
安
全
確

認
し
な
が
ら
走
行
を
お
願

い
し
た
い
。

村
営
住
宅
修
繕
費
用

村
営
住
宅
退
去
に
伴

う
修
繕
費
用
と
し
て

２
７
０
万
の
計
上
が
あ
る

が
、
退
去
時
の
修
繕
は
退

去
者
の
負
担
で
は
な
い
の

か
。

退
去
時
の
修
繕
は
退

去
者
負
担
で
あ
る
。

今
回
は
、
村
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
修
繕
費

用
を
計
上
し
た
も
の
。

法
人
村
民
税

　
　

法
人
村
民
税
約
１
６

０
０
万
円
の
増
額
補

正
の
内
容
は
。

予
定
納
税
を
含
め
た

企
業
の
業
績
に
よ
る

増
額
で
あ
る
。

　
　ふ

る
さ
と
納
税

本
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
状
況
は
。

７
件
で
、
県
内
３
人
、

愛
知
県
２
人
、
埼
玉

県
１
人
、
神
奈
川
県
１
人
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
少

な
い
の
は
お
礼
の
品

に
魅
力
が
な
い
か
ら
で
は

な
い
か
。
村
の
特
産
品
な

ど
検
討
す
べ
き
と
思
う

が
。

一
人
当
た
り
の
額
が

少
額
で
あ
り
、
現
在

は
検
討
し
て
い
な
い
。

除
雪
機
購
入
補
助

地
区
で
除
雪
機
を
購

入
し
、
地
域
内
の
除

雪
を
し
た
い
と
い
う
住
民

に
対
し
除
雪
機
購
入
費
用

補
助
の
検
討
は
。

需
要
が
あ
れ
ば
検
討

す
る
が
、
現
在
は
考

え
て
い
な
い
。

Q

Q

Q

QQ Q

A

A

A

A

A

A

会計別補正状況 単位：万円

会 計 補正額 総 額 主な内容（歳出）

一 般 会 計 △ 1,870 354,649

庁舎建設基金追加 2,000
国庫補助道路維持減額

（橋梁長寿命化事業） △ 1,769

村単道路新設改良減額
（弓矢町下線他） △ 1,838

資料館増改築に伴う備品購入費 316
村営水道事業
特 別 会 計 △ 3,344 24,438 木曽川右岸道路工事個所変更に

伴う水道管移設工事費減額 △ 2,856

国民健康保険
事業特別会計 18 42,017

保健基盤安定繰入金追加 325
支払準備基金繰入金減額 △ 426

農業集落排水
事業特別会計 △ 1,452 9,651 木曽川右岸道路工事個所変更に

伴う下水道管移設工事費減額 △ 1,386

公共下水道事
業 特 別 会 計 △ 177 10,130 村道下在阿寺線改良に伴う

下水道管移設工事費減額 △ 177

１２月
定例会

１２月定例会は、１２月１５日から２５日までの１１日間の会期で開かれ、
委員長報告、組合議員報告、議長報告、監査報告の後、請願１件、陳情２
件を審議。一般質問（６名９件）が行われた。村長提出議案（条例改正２
件、補正予算５件）が上程され慎重審議可決した。任期満了に伴う選挙管
理委員会委員及び同補充員選挙が行われ指名選挙により決定した。

補 正 予 算 審 議
弓矢町下線改良事業及び砂防事業を翌年度に振替え

一般会計１，８７０万円を減額　総額３５億４，６４９万円

庁舎建設基金２千万円追加、「ウッドスタート事業」始まる
※１

※
１　

 

暮
ら
し
の
中
に
木
を
取

り
入
れ
、
子
ど
も
を
は
じ
め
と

す
る
全
て
の
人
が
木
の
温
も
り

を
感
じ
な
が
ら
豊
か
な
暮
し
を

創
造
し
て
い
く
取
り
組
み
。

　

村
で
は
本
年
度
か
ら
地
元
で

製
作
し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
を
新

生
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
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◎
11
月
２
日
開
催

　

全
委
員
出
席
の
も
と
視

察
調
査
を
実
施
。
村
担
当

者
及
び
各
施
設
の
担
当
者

か
ら
説
明
を
受
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　

▼
調
査
の
結
果
と
概
要

１　

視
察
調
査

①
宅
老
所
あ
が
ら
ん
し
ょ

②
く
わ
っ
こ
工
房

③
地
域
の
茶
の
間
ま
す
や

④
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
あ
て
ら

⑤
宅
幼
老
所
し
ゃ
く
な
げ

⑥
大
桑
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
セ
ン
タ
ー

　

各
施
設
と
も
職
員
や
関

係
者
が
、
施
設
利
用
者
の

現
状
を
把
握
し
、
課
題
を

持
ち
な
が
ら
運
営
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
改
正
さ
れ

た
介
護
保
険
制
度
の
介
護

報
酬
引
き
下
げ
に
よ
る
影

響
は
、
視
察
し
た
よ
う
な

小
規
模
の
施
設
ほ
ど
大
き

く
、
今
後
の
運
営
に
不
安

を
持
っ
て
い
る
。
運
営
の

厳
し
さ
が
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
、
今
後
も
調
査
研
究
を

続
け
る
と
と
も
に
、
国
や

県
に
対
し
て
も
要
望
活

動
を
行
っ
て
参
り
た
い
。

又
、
空
き
家
を
利
用
し
て

運
営
し
て
い
る
事
業
所

は
、
老
朽
化
や
利
用
者
の

増
加
に
よ
る
安
全
面
の
確

保
な
ど
、
今
後
は
修
繕
等

に
対
す
る
支
援
の
在
り
方

な
ど
が
課
題
と
な
る
た

め
、
行
政
も
施
設
の
現
状

把
握
に
努
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
う
。

２　

社
会
福
祉
協
議
会
と

の
懇
談

　

社
会
福
祉
協
議
会
長
、

事
務
局
長
、
各
施
設
長
か

ら
施
設
の
利
用
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
村

の
福
祉
に
つ
い
て
懇
談
を

持
っ
た
。

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）　

 

◎
10
月
29
日
開
催

１ 

視
察
調
査

▼
越
百
川
第
３
砂
防
え
ん

堤
工
事

　

現
地
を
視
察
し
、
多
治

見
砂
防
国
道
事
務
所
副
所

長
よ
り
進
捗
状
況
や
え
ん

堤
の
概
要
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
。
５
年
後
の
平

成
32
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。
透
過
性
の
ハ

イ
ダ
ム
で
、
東
洋
一
の
最

大
級
の
も
の
と
な
る
。

▼
木
曽
川
右
岸
道
路
登
玉

ト
ン
ネ
ル
工
事
及
び
境
の

沢
橋
梁
工
事

　

登
玉
ト
ン
ネ
ル
は
、
正

式
名
称
「
境
の
沢
ト
ン
ネ

ル
」
と
な
っ
た
。
平
成
28

年
度
末
完
成
予
定
。
右
岸

道
路
登
玉
和
村
間
は
、
全

体
の
約
半
分
の
進
捗
状

況
。

▼
村
道
下
在
阿
寺
線
道
路

改
良
工
事

　

全
体
延
長
３
８
９
ｍ

で
、
完
成
は
本
年
度
３
月

の
予
定
。

２ 

直
轄
砂
防
工
事
計
画

（
直
轄
事
業
）

　

来
年
度
の
着
工
と
な
る

伊
奈
川
第
１
砂
防
え
ん

堤
、
下
洞
沢
は
地
権
者
説

明
会
が
終
了
。
太
田
第
１

砂
防
え
ん
堤
は
、
用
地
補

償
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

下
在
砂
防
工
区
の
深
沢
、

宮
の
沢
、
中
河
原
沢
も
調

査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
県
事
業
）

門
前
の
急
傾
斜
地
が
今
年

度
事
業
化
さ
れ
、
平
成
30

年
完
成
予
定
。
和
村
地
区

の
大
沢
の
砂
防
え
ん
堤
に

つ
い
て
は
、
下
流
に
避
難

路
が
指
定
さ
れ
、
今
後
工

事
に
向
け
た
進
捗
が
期
待

で
き
る
。

（
報
告
者　

沼　

友
行
）

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

総
務
社
会

常
任
委
員
会

経
済
建
設

常
任
委
員
会

宅老所「あがらんしょ」で懇談

越百川第３砂防堰堤を視察
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議
員
６
人
が

村
政
を
問
う

一

般

質

問
◆一般質問とは◆
　一般質問は、村が行うすべての事務や事業
に関して何でも質問できる大事な議員活動の
場です。
　年４回の定例会のみで、臨時会ではできま
せん。

・質問時間は 30 分
　大桑村議会では、議員が質問できる時間は
答弁を含め 1 件 30 分以内です。

・一問一答方式
　質問は、一つ質問をして一つの回答を得る
一問一答方式です。
　この方法は、より問題を深められる方法と

いわれています。

・事前通告
　質問したい議員には、前もって質問内容を
記した事前通告書の提出を義務付けています。

12
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
15
日
に
５
名
７
件
、
16
日
に
１
名
２
件
を
行
い

ま
し
た
。
次
ペ
ー
ジ
よ
り
、
質
問
議
員
が
要
約
し
た
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

委員会の様子

◎
日
時　

10
月
９
日

▼
新
庁
舎
に
お
け
る
議
場

　

新
庁
舎
の
議
会
関
係
施

設
に
つ
い
て
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

議
場
は
専
用
で
な
く
会

議
室
と
兼
用
に
す
べ
き
と

い
う
意
見
で
ま
と
ま
り
、

議
会
活
動
を
活
発
に
す
る

た
め
に
、
議
会
関
係
資
料

の
充
実
等
に
つ
い
て
も
協

議
し
た
。
今
後
、
庁
内
検

討
委
員
会
で
ま
と
め
、
庁

舎
建
設
検
討
委
員
会
に
提

出
し
て
い
く
。

▼
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
に
視
察
研
修

を
実
施
し
た
愛
知
県
設
楽

町
庁
舎
、
飯
田
市
役
所
庁

舎
に
つ
い
て
感
想
を
述

べ
、
庁
舎
建
設
全
体
に
つ

い
て
協
議
し
た
。
庁
舎
全

体
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
セ

ス
道
路
の
整
備
計
画
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
あ
り

方
、
文
化
施
設
と
し
て
の

多
目
的
ホ
ー
ル
の
規
模
、

中
央
公
民
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
跡
地
利
用
、
図
書

館
等
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

◎
日
時　

12
月
24
日

▼
施
設
の
規
模
・
機
能

　

庁
内
検
討
委
員
会
の
検

討
結
果
を
も
と
に
協
議
し

た
。
玄
関
ホ
ー
ル
、
会
議

室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
図

書
館
等
、
規
模
・
機
能
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が

ら
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

巨
額
の
予
算
を
投
じ
て

事
業
が
執
行
さ
れ
る
庁
舎

建
設
に
つ
い
て
、
村
民
の

負
託
に
答
え
る
た
め
に
も

議
会
と
し
て
今
後
も
庁
舎

建
設
に
か
か
わ
る
諸
問
題

の
調
査
、
検
討
を
重
ね
て

い
く
。

（
報
告
者　

下
起
幸
一
）

 
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
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木
曽
青
峰
高
校
の
普

通
科
の
募
集
定
数

が
、
今
年
度
か
ら
一
ク
ラ

ス
に
減
ら
さ
れ
た
こ
と
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
か
。

高
校
の
進
学
に
つ
い

て
、
木
曽
は
県
全
体

に
比
べ
選
択
肢
が
狭
い
た

め
、
昨
年
、
「
木
曽
の
２ 

校
存
続
と
募
集
定
数
の
維

持
」
を
要
望
し
よ
う
と
し

た
矢
先
に
、
県
教
委
か
ら

募
集
定
数
削
減
の
発
表
が

あ
り
、
木
曽
の
教
育
７
団

体
で
申
し
入
れ
を
し
た
。

事
前
の
説
明
も
な
い

突
然
の
定
数
削
減
は

異
常
で
あ
り
、
関
係
者
の

戸
惑
い
と
不
安
は
計
り
知

れ
な
い
。
７
月
に
行
っ
た

木
曽
の
町
村
議
員
総
会
で

は
、
木
曽
の
２
高
校
の
存

続
と
募
集
定
数
の
見
直
し

を
求
め
る
決
議
を
行
い
、

８
月
に
結
成
さ
れ
た
「
木

曽
の
教
育
を
考
え
る
会
」

も
申
し
入
れ
を
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に

行
わ
れ
た
、
中
学
生
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
。

　

今
年
の
夏
に
、
木
曽

の
全
中
学
生
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
行
わ
れ
、
大
桑
中
学
校

で
は
92
名
が
回
答
し
、

卒
業
後
の
進
路
で
は
木
曽

青
峰
高
校
へ
の
希
望
が

68
％
、
蘇
南
高
校
が
13
％

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
木

曽
青
峰
高
校
の
希
望
者
の

半
数
近
く
が
普
通
科
を
希

望
し
て
い
る
。 

憲
法
は
、
「
す
べ
て

国
民
は
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
能
力
に
お
い
て
、
ひ
と

し
く
教
育
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
」（
26
条
）
と
明

記
さ
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

高
校
教
育
法
で
も
、

高
校
教
育
の
機
会
均

等
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、

山
村
僻
地
だ
か
ら
と
不
公

平
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

議
会
、
行
政
、
教
育

委
員
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ

て
、
木
曽
の
教
育
を
守
る

運
動
を
起
こ
す
よ
う
訴
え

た
い
。

庁
舎
建
設
に
お
け
る

大
桑
村
の
「
文
化
」

の
位
置
づ
け
は
。

総
合
文
化
施
設
や
生

涯
学
習
関
連
施
設
の

整
備
、
文
化
芸
術
の
充
実

な
ど
、
村
総
合
計
画
の
理

念
を
引
き
継
い
で
い
る
。

社
会
教
育
法
の
内
容

を
生
か
し
、
大
桑
村

の
文
化
の
発
展
に
資

す
る
よ
う
な
図
書
館
や

ホ
ー
ル
の
建
設
を
求
め
た

い
。

質 問質 問質 問
古畑　昌夫 議員

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

中学校テスト風景

スポーツ公園の施設を利用した現在の図書室

意見

意見

高校募集定数の見直しを

教育の機会均等が必要

不公平があってはならない
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当
村
へ
の
居
住
を
目

的
と
し
た
、
「
お
た

め
し
居
住
者
募
集
事
業
」

に
つ
い
て
、
経
過
の
状
況

と
今
後
ど
の
よ
う
に
事
業

展
開
を
図
ろ
う
と
考
え
て

い
る
か
。

埼
玉
県
と
岐
阜
県
在

住
の
２
組
が
体
験
さ

れ
た
。
居
住
を
希
望
さ
れ

た
場
合
は
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
情
報
や
村
営
住
宅
の

空
き
情
報
等
を
提
供
し
た

い
。

平
成
26
年
度
事
務
事
業
評

価
に
関
し
て

庁
舎
建
設
に
関
し
て
、

村
政
懇
談
会
で
も
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

28
年
３
月
ま
で
に
基
本
計

画
を
ま
と
め
る
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
が
、
根
幹
を

成
す
計
画
部
分
で
あ
る
。

住
民
が
求
め
る
も
の
と
乖

離
し
な
い
よ
う
に
時
間
延

長
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

重
要
な
の
は
、
多
く

の
人
が
納
得
で
き

る
庁
舎
を
造
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
の
議
論
を

尽
く
す
こ
と
。ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
あ
り
き
で
は
な
い
。

フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽
の

指
定
管
理
者
募
集
が

行
わ
れ
て
い
る
。
状
況
は
。

現
在
運
営
し
て
い
る

事
業
所
と
新
規
の
事

業
所
の
２
社
が
手
を
挙
げ

て
い
る
。
今
後
の
動
向
を

見
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

消
防
施
設
に
つ
い

て
、
３
分
団
２
号
ポ

ン
プ
小
屋
の
建
設
が
未
着

工
の
状
態
の
ま
ま
１
年
以

上
経
過
し
て
い
る
。
必
要

な
施
設
と
思
う
が
、
進
捗

状
況
は
。

当
初
の
予
定
場
所
は
、

下
在
郷
分
館
の
建
設

と
の
兼
ね
合
い
か
ら
建
設

が
不
可
能
と
な
り
、
新
た

な
用
地
を
探
し
て
い
る
が

見
つ
か
ら
な
い
。
団
員
の

減
少
問
題
も
あ
る
た
め
、

改
め
て
消
防
団
と
協
議
を

重
ね
決
定
し
た
い
。

雇
用
住
宅
に
つ
い
て
、

契
約
率
96
％
と
利
用

率
が
高
い
が
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
新
た

な
契
約
を
止
め
、
解
体
を

し
て
有
効
活
用
を
進
め
る

計
画
で
あ
る
が
、
ど
の
様

に
活
用
を
図
っ
て
い
く
の

か
。

修
繕
不
能
な
老
朽
住

宅
に
つ
い
て
は
、
除

却
し
て
宅
地
と
し
て
定
住

化
に
向
け
有
効
活
用
し
た

い
。

新庁舎建設予定地（旧大桑小学校）

新団旗の下　出初め式

一 般一 般一 般
鈴木　武 議員

Q&A

村政を問
う

庁
舎
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

ゆ
と
り
を

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
捉
わ
れ
ず

住
民
の
総
意
を
大
切
に
し
た
い

QQ A

Q

Q

Q

A

A

AA
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地
方
創
生
移
住
促
進

事
業
と
し
て
、
須
原

本
町
の
雇
用
住
宅
を
使
用

し
「
お
た
め
し
居
住
」
を

行
っ
た
が
、
応
募
人
数
は
。

３
組
の
応
募
が
あ

り
、
２
組
４
人
を
受

け
入
れ
た
。

募
集
方
法
と
費
用
は
。

募
集
は
、
村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
全

国
版
月
刊
情
報
誌
２
誌
へ

の
掲
載
、
チ
ラ
シ
２
千
部

を
銀
座
N
A
G
A
N
O
、

村
内
の
道
の
駅
等
に
配
布

し
た
。
費
用
は
情
報
誌
掲

載
92
万
８
千
円
、
チ
ラ
シ

印
刷
３
万
円
で
交
付
金
を

当
て
る
。

滞
在
期
間
の
個
人
費

用
は
。

体
験
者
個
人
の
費
用

は
、
交
通
費
と
滞
在

期
間
中
の
食
費
で
あ
る
。

体
験
時
期
が
11
月
か

ら
12
月
で
あ
っ
た

が
、
紅
葉
時
期
等
村
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
時
期
に
す

れ
ば
、
よ
り
多
く
の
応
募

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

交
付
金
で
住
宅
改
修

を
行
い
、
募
集
方
法

を
検
討
し
な
が
ら
今
回
の

時
期
と
な
っ
た
。

移
住
希
望
者
が
村
内

で
住
居
を
探
す
手
段

は
。

希
望
者
の
意
に
沿
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。今

後
、
お
た
め
し
居

住
事
業
を
継
続
す
る

場
合
は
、
場
所
や
時

期
等
を
見
直
し
て
移
住
に

つ
な
が
る
事
業
と
す
べ
き
。

空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
状
況
は
。

平
成
23
年
よ
り
26
件

の
登
録
が
あ
り
、
22

件
の
契
約
が
成
立
、
現
在

４
件
の
登
録
が
あ
る
。

特
定
空
き
家
の
現
在

の
状
況
は
。

特
定
空
き
家
は
13

件
。
そ
の
う
ち
、
喫

緊
で
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
物
件
が
３
件

あ
り
、
現
在
調
査
中
で
あ

る
。
条
例
に
よ
る
指
導
、

助
言
ま
で
進
ん
で
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

村
内
３
カ
所
の
危
険

家
屋
に
対
し
、
近
隣

住
民
へ
の
具
体
的
な
不
安

解
消
対
策
は
。

条
例
に
緊
急
代
行
安

全
措
置
が
あ
る
が
、

所
有
者
不
明
で
あ
る
と
費

用
の
請
求
が
で
き
な
い
た

め
、
公
費
負
担
と
な
る
。

所
有
者
調
査
を
急
い
で
い

る
。

危
険
状
態
が
今
後
も

放
置
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
早
急
の

対
応
を
望
む
。

「おためし居住事業」を掲載した情報誌

「おためし居住事業」を実施した雇用住宅（須原本町）

移
住
促
進
事
業
の
進
め
方
は

移
住
希
望
者
の
関
心
を
高
め

進
め
た
い

QQQ AA

Q

QQ

Q

AA

A

AA

質 問質 問質 問
木戸　勘一 議員

Q A

意見

意見
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今
年
の
４
月
か
ら
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
所
や
施
設
に

支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
が

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
で
、
村
内
の
介
護
施

設
や
事
業
所
へ
の
影
響
は
。

特
に
小
規
模
事
業
所

ほ
ど
、
引
き
下
げ
の

影
響
で
き
び
し
く
な
っ
て

い
る
。高

齢
化
が
進
む
中
、

地
域
で
安
心
な
居
場

所
を
提
供
す
る
小
規
模
事

業
所
や
地
域
の
茶
の
間
な

ど
へ
自
治
体
と
し
て
も
っ

と
支
援
で
き
な
い
か
。

す
で
に
施
設
に
よ
っ

て
は
固
定
資
産
税
の

減
免
な
ど
し
て
い
る
が
、

今
後
も
支
援
で
き
る
こ
と

は
し
て
い
き
た
い
。

宅
幼
老
所
に
つ
い
て

は
県
に
対
し
て
も
独

自
の
支
援
を
求
め
る

こ
と
と
、
村
と
し
て
は
水

道
料
の
減
免
と
し
て
基
本

料
金
の
引
き
下
げ
の
検
討

を
求
め
る
。

国
の
医
療
介
護
総
合

法
で
は
、
要
支
援
１

と
２
の
方
が
利
用
し
て
い

る
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

が
介
護
保
険
の
給
付
か
ら

外
さ
れ
、
木
曽
広
域
連
合

で
は
29
年
度
か
ら
町
村
の

総
合
事
業
へ
移
行
さ
れ

る
。
ど
の
よ
う
に
準
備
を

す
す
め
て
い
る
か
。
自
治

体
の
責
任
で
現
在
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。

事
業
は
包
括
支
援
セ

ン

タ

ー

が

主

体

と

な
っ
て
実
施
す
る
が
、
社
協

へ
委
託
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

家
族
と
同
居
は
し
て

い
て
も
、
昼
間
は
一

人
で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
日
中
独
居
老
人
の

対
策
は
。

緊
急
時
の
医
療
キ
ッ

ト
配
備
の
拡
大
を
す

る
こ
と
は
で
き
る
。

高
齢
者
の
足
の
確
保

と
し
て
行
っ
て
い
る

通
院
や
買
物
弱
者
へ
の
タ

ク
シ
ー
券
交
付
の
他
に
、

現
状
の
循
環
バ
ス
を
小
型

化
し
、
も
っ
と
有
効
に
運

行
で
き
る
よ
う
な
工
夫
改

善
が
で
き
な
い
か
。

村
の
地
域
公
共
交
通

検
討
委
員
会
で
、
検

討
を
し
て
い
く
計
画
で
あ

る
。

QQ

Q

Q

Q

AA

A

A

A

委員会で福祉関係施設を視察（ますや）

救急医療情報キット

小規模事業所への支援を

支援できることは

していきたい

一 般一 般一 般
瓜尾美佐子 議員

Q&A

村政を問
う

意見
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村
政
運
営
２
年
目
の

公
約
の
反
映
は
。

総
合
計
画
初
年
、
25

年
度
か
ら
計
画
通
り

進
め
て
い
る
。
た
だ
、
人

口
の
急
減
・
高
齢
化
や
土

石
流
災
害
の
状
況
か
ら
新

た
な
対
策
が
必
要
と
考
え

る
。

第
５
次
総
合
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

▼
子
育
て
支
援
等
で

は
、
保
育
園
長
の
常

勤
配
置
と
保
育
士
増
員
、

第
３
子
保
育
料
無
料
化
、

給
食
費
免
除
、
雇
用
住
宅

跡
地
の
分
譲
化
等
を
進
め

て
い
る
。

▼
産
業
振
興
で
は
、
遊
休

荒
廃
地
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
松
く
い
虫
対
策
、
電

気
自
動
車
充
電
装
置
設
置
、

官
行
造
林
持
ち
分
買
取
、

野
尻
駅
前
ト
イ
レ
整
備
、

▼
安
心
安
全
な
村
づ
く
り

で
は
、「
防
災
の
し
お
り
」、

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
等

計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。

産
業
振
興
の
面
で
、

試
行
・
評
価
・
定
着

の
サ
イ
ク
ル
が
、
う

ま
く
機
能
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
う
。
厳
し
い
時
代

を
乗
越
え
て
き
た
知
恵
と

若
い
力
を
活
か
し
た
、
育

て
る
仕
組
が
必
要
と
思
う
。

状
況
変
化
へ
の
対
応

に
、
計
画
の
修
正
変

更
は
必
要
と
思
う
が
ど
う

か
。

人
口
減
少
に
定
住
化

施
策
は
最
優
先
で
あ

る
。
高
齢
化
率
39
％
で
、

福
祉
面
で
も
保
健
師
１
名

を
増
員
し
、
「
健
康
長
寿

の
村
」
を
目
指
す
。
国
・

県
の
支
援
を
得
て
災
害
対

策
も
進
め
た
い
。
今
後
、

庁
舎
建
設
を
含
め
、
優
先

度
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決

め
進
め
て
行
く
。

６
月
議
会
で
「
あ
て

ら
荘
」
へ
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
を
提
言
し

た
。
現
在
、
「
フ
ォ
レ
ス

パ
木
曽
」
の
指
定
管
理
者

募
集
中
で
、
２
社
が
応
募

中
と
聞
く
が
、
募
集
要
綱

の
内
容
決
定
は
。

類
似
施
設
を
参
考
に

し
た
。
管
理
委
託
費

は
出
さ
な
い
こ
と
を
基
本

に
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。

債
務
処
理
に
つ
い
は
、
新

規
の
企
業
が
指
定
管
理
者

と
な
っ
た
場
合
は
そ
の
債

務
は
村
が
買
い
取
る
。

今
ま
で
の
村
の
援
助
に

頼
る
運
営
打
破
へ
の
一

歩
と
評
価
し
た
い
。

今
後
へ
の
所
信
は
。

協
働
に
よ
る
安
心
安

全
な
村
づ
く
り
が
基

本
で
あ
り
、
議
会
・
村
民

と
情
報
を
共
有
し
、
負
託

に
応
え
る
た
め
、
責
任
を

持
っ
て
施
策
を
提
案
し
た

い
。

手遊びをする園児

野尻駅前に完成した公衆トイレ

QQ AA

Q

Q

Q

A

A

A 意見

意見

質 問質 問質 問
水野　進 議員

今
後
の
村
政
推
進
に
関
わ
る

村
長
所
信
に
つ
い
て

情
報
共
有
と
協
働
に
よ
る

村
政
を
推
進
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公
募
中
の
あ
て
ら
荘

指
定
管
理
者
は
今
日

ま
で
何
社
の
応
募
が
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
12
月
11
日

の
説
明
会
は
何
社
の
参
加

が
あ
っ
た
の
か
。

現
在
２
社
で
あ
る
。

11
日
予
定
の
説
明
会

は
参
加
者
の
都
合
で
中
止

し
た
。応

募
締
切
日
ま
で
に

他
社
か
ら
の
応
募
見

込
み
は
有
る
の
か
。

今
ま
で
の
２
社
以
外

特
に
動
き
は
な
い
。

平
成
28
年
度
以
後
の

あ
て
ら
荘
の
維
持
管

理
及
び
経
営
に
つ
い
て
行

政
側
の
基
本
姿
勢
は
。

応
募
要
項
に
も
示
し

て
い
る
が
、
経
営
赤

字
に
な
っ
て
も
補
填
は
し

な
い
。
現
実
的
に
は
そ
れ

が
可
能
か
否
か
わ
か
ら
な

い
の
で
申
請
書
を
出
し
て

頂
き
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
開
き
協
議
の
中

で
決
定
し
て
い
く
予
定
。

そ
れ
は
公
募
要
項
の

内
容
に
変
更
も
あ
り

得
る
と
い
う
こ
と
か
。

変
更
も
あ
り
得
る
。

質
問
事
項
も
頂
い
て

お
り
そ
の
内
容
は
公
募
要

項
と
異
な
る
項
目
も
あ
る

の
で
相
談
し
な
が
ら
決
定

し
て
い
き
た
い
。

過
去
３
年
間
の
㈱
あ

て
ら
の
決
算
書
に
よ

る
と
、
村
か
ら
の
補
填
費

用
が
年
平
均
２
４
０
０
万

円
（
毎
月
２
０
０
万
円
）

発
生
し
て
い
る
。
こ
の
事

実
に
対
し
補
填
な
し
で
経

営
が
成
り
立
つ
と
は
と
て

も
思
え
な
い
。
村
直
営
に

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

村
直
営
の
考
え
は

も
っ
て
い
な
い
。

仮
に
平
成
28
年
度
４

月
以
後
も
こ
れ
ま
で

同
様
、
㈱
あ
て
ら
の
経
営

と
し
た
場
合
、
社
長
は
貴

舟
村
長
、
他
に
役
員
２
名

は
役
場
職
員
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
意
思
決
定
及
び
責

任
の
所
在
が
不
明
確
と

な
っ
て
し
ま
う
た
め
是
非

と
も
村
直
営
と
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

㈱
あ
て
ら
は
１
０
０

％
村
の
出
資
会
社
で

は
あ
る
が
指
定
管
理
者
と

い
う
事
で
民
間
の
力
を
借

り
る
意
味
も
あ
り
村
直
営

は
考
え
て
い
な
い
。

Q

Q

Q

QQ

Q A

A

AA

A

A

指定管理の期限が迫るあてら荘

あてら荘ロビー

あてら荘を村直営にする

考えは

直営の考えはもっていない

一 般一 般一 般
細田　光一 議員

Q&A

村政を問
う
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●
行
政
手
続
き
に
お
け
る

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
条
例
制

定
　

法
律
に
規
定
す
る
事
務

の
う
ち
、
大
桑
村
が
利
用

す
る
個
人
番
号
に
係
る
事

務
を
定
め
る
条
例
制
定

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
法
律
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
関
係
条
文
の
改
正

●
「
集
団
的
自
衛
権
」
行

使
を
具
体
化
し
、
戦
争
に

つ
な
が
る
安
全
保
障
関
連

二
法
の
す
み
や
か
な
廃
止

を
求
め
る
請
願

請
願
団
体

大
桑
９
条
の
会

会
長　

新
床　

悦
郎

紹
介
議
員

瓜
尾
美
佐
子

沼　
　

友
行

古
畑　

昌
夫

結
果

反
対
多
数　

不
採
択

●
私
立
高
校
に
対
す
る
公

費
助
成
を
お
願
い
す
る
陳

情
書

陳
情
団
体

中
信
地
区
私
学
助
成
推
進

協
議
会

会
長　

吉
原　

ゆ
か
り

結
果

　
　
　

全
会
一
致　

採
択

●
介
護
労
働
者
の
処
遇
改

善
及
び
人
員
配
置
基
準
の

改
善
を
求
め
る
陳
情

陳
情
団
体

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連

合
会

執
行
委
員
長　

小
林
吟
子

結
果

　
　
　

全
会
一
致　

採
択

●
議
会
会
議
規
則
の
一
部

改
正

提
出
議
員

古
畑　

昌
夫

賛
成
議
員

鈴
木　
　

武

沼　
　

友
行

結
果

　
　
　

全
会
一
致　

可
決

　
●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

及
び
補
充
員
選
挙

　

左
記
の
者
を
指
名
選
挙

に
よ
り
決
定
。
任
期
は
平

成
31
年
12
月
20
日
ま
で
の

４
年
間

委　

員

茶
屋
町　

登
玉　

二
朗
氏

大　

島　

平
島　

貞
雄
氏

横　

町　

金
澤　

省
五
氏

上
町
上　

各
務　

諭　

氏

 

（
野
尻
）

補
充
員

下　

条　

東
野　

幸
夫
氏

弓
矢
下　

古
瀬　

直
史
氏

和
村
上　

邑
松　

節
子
氏

新
田
二　

山
本　

秀
樹
氏

監
査
所
見
（
抜
粋
）

　

平
成
27
年
度
上
半
期
定

期
監
査
を
11
月
に
実
施
。

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
の
監
査
対
象
事
務
事
業

か
ら
21
件
を
抽
出
し
監
査

を
行
っ
た
。

（
１
）
主
要
事
業
、
委
託

事
業
、
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
の
執
行
状
況

　

工
事
関
係
書
類
に
つ
い

て
は
、
全
体
的
に
よ
く
整

理
さ
れ
て
い
る
。
現
場
に

お
い
て
は
、
各
事
業
が
適

正
に
竣
工
さ
れ
て
お
り
、

問
題
点
等
は
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

（
２
）
税
等
の
滞
納
処
理

　

収
納
率
が
全
て
の
税
種

に
お
い
て
昨
年
同
期
を
上

回
り
、
徴
収
努
力
が
見
ら

れ
た
。
納
税
者
数
が
平
成

27
年
度
１
９
９
３
人
と
平

成
20
年
度
か
ら
１
６
０
人

減
少
し
て
お
り
税
収
の
先

細
り
が
危
惧
さ
れ
る
。
更

な
る
収
納
対
策
の
推
進
を

望
む
。

（
３
）
未
着
手
事
業

　

22
件
の
未
着
手
事
業
に

つ
い
て
は
年
度
内
に
執
行

で
き
る
も
の
と
判
断
で
き

る
。

（
４
）
む
す
び

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計

と
も
に
適
正
に
処
理
さ
れ

各
事
業
が
円
滑
に
推
移
し

て
い
る
と
判
断
し
た
。
下

半
期
も
引
き
続
き
努
力
さ

れ
た
い
。

監
査
委
員　

奥
田
斗
生

　
　
　

同　
　

水
野　

進

こんなことが決まりました

条

　例

発

　議

請

　願

陳

　情

人

　事

行政手続きにおけるマイナンバー利用に関する条例制定など可決行政手続きにおけるマイナンバー利用に関する条例制定など可決

（会計別予算執行状況）

会　　計　　名 予算額（万円）支出済額（万円） 執行率（％）

一 般 会 計 361,578 148,869 41.2

村 営 水 道 事 業 特 別 会 計 27,781 8,792 31.6

国民健康保険事業特別会計 42,029 17,406 41.4

農業集落排水事業特別会計 11,103 5,112 46.0

公共下水道事業特別会計 10,307 6,215 60.3

後期高齢者医療事業特別会計 6,386 3,117 48.8

計 459,184 189,511 41.3

定
期
監
査
報
告
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○
旭
化
成
建
材
㈱
デ
ー
タ

改
ざ
ん
問
題

　

旭

化

成

建

材

㈱

が

杭

打

ち

を

し

た

全

国

３
０
4
０
ヶ
所
の
物
件
に

つ
い
て
国
交
省
が
情
報
提

供
を
求
め
る
命
令
を
出
し

た
と
こ
ろ
大
桑
保
育
園
の

新
築
工
事
に
旭
化
成
建
材

㈱
の
杭
工
事
が
含
ま
れ
て

い
た
。
建
設
工
事
会
社
が

確
認
調
査
を
行
っ
た
結
果

規
定
に
基
づ
き
正
確
に
施

工
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告

書
を
受
理
し
た
。

○
大
桑
村
総
合
戦
略
策
定

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、
国

と
地
域
が
一
体
と
な
り
地

方
創
生
に
取
り
組
む
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
創

生
法
に
基
づ
き
村
の
目
指

す
べ
き
方
向
性
と
、
人
口

の
将
来
展
望
を
示
し
た
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
及
び

今
後
５
ヶ
年
の
施
策
目
標

を
ま
と
め
た
大
桑
村
総
合

戦
略
を
作
成
す
る
こ
と
と

な
り
、
７
月
に
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
。
10
月
23

日
に
第
１
回
総
合
戦
略
策

定
委
員
会
を
開
催
し
、
３

月
の
策
定
を
目
指
す
。

○
地
方
創
生
移
住
促
進
事

業
　

地
方
創
生
先
行
型
事
業

と
し
て
移
住
促
進
を
図
る

た
め
、
雇
用
住
宅
を
改
修

し
「
お
た
め
し
居
住
体

験
」
事
業
を
実
施
。
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
埼
玉
県

よ
り
１
人
、
岐
阜
県
か
ら

3
人
が
体
験
事
業
に
参
加

し
た
。

○
村
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

11
月
に
村
政
懇
談
会

を
４
か
所
で
開
催
し
、

述
べ
74
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
村
か
ら
は
総
合
計
画

に
沿
っ
た
事
業
と
財
政
状

況
、
新
庁
舎
建
設
、
大
桑

橋
建
設
等
に
つ
い
て
説
明

し
懇
談
会
形
式
で
意
見
や

質
問
、
要
望
等
を
受
け

た
。
内
容
は
広
報
で
お
知

ら
せ
す
る
。

○
村
道
大
桑
駅
線
通
行
規

制
　

国
道
改
良
工
事
で
右
折

車
線
が
供
用
開
始
と
な

り
、
村
道
大
桑
駅
線
の
通

行
規
制
が
始
ま
る
。
改
良

工
事
に
伴
う
橋
梁
下
の
護

岸
工
事
の
遅
れ
で
、
予
定

し
て
い
た
村
道
弓
矢
下
線

改
良
拡
幅
工
事
は
来
年
度

事
業
と
な
る
。

○
中
津
川
市
、
下
呂
市
、

木
曽
郡
６
町
村
に
よ
る
災

害
時
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結

　

10
月
６
日
、
中
津
川

市
、
下
呂
市
、
木
曽
郡
６

町
村
が
、
災
害
時
、
県
境

を
越
え
連
携
し
て
広
域
消

防
体
制
を
確
立
す
る
た
め

に
必
要
な
事
項
を
定
め
た

協
定
を
締
結
し
た
。

◎
開
催
日  

11
月
30
日

◎
場 

所 

木
曽
文
化
公
園

▼
定
例
会

統
合
ご
み
処
理
施
設
整
備

費
分
担
金
負
担
割
合
を
条

例
で
規
定

　

定
例
会
議
で
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案

４
件
、
承
認
１
件
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
上
全
て
採

択
さ
れ
た
。
主
た
る
議
案

内
容
は
、
分
担
金
条
例
の

負
担
割
合
に
関
し
て
、
統

合
ご
み
処
理
施
設
の
施
設

整
備
費
分
担
金
の
負
担
割

合
と
し
て
、
平
均
割
20
％
、

人
口
割
80
％
を
追
加
。
一

般
会
計
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
の
帯
域
を
拡

大
し
利
便
性
向
上
に
向
け

た
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
道

路
点
検
個
所
の
増
加
に
よ

り
、
測
量
調
査
設
計
委
託

料
の
増
額
等
、
６
２
０
万

円
の
追
加
補
正
。
介
護
保

険
特
別
会
計
で
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
伴
う
番
号
制

度
対
応
シ
ス
テ
ム
改
修
費

等
、
70
万
円
の
追
加
補
正
。

▼
全
員
協
議
会

介
護
保
険
料
滞
納
対
策
を

協
議

　

新
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
関
し
て
は
、
計
画
通
り

推
移
し
て
い
る
こ
と
。
介

護
保
険
料
の
滞
納
対
策
及

び
不
納
欠
損
実
施
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
説
明

及
び
報
告
を
受
け
た
。

（
報
告
者　

鈴
木　

武
）

◎
開
催
日　

11
月
９
日

◎
場 

所  

塩
尻
市
保
健
セ

ン
タ
ー 

施
設
を
一
元
管
理
す
る
総

合
相
談
窓
口
が
本
格
稼
働

　

11
月
定
例
会
の
主
な
議

事
内
容
は
、
平
成
26
年
度

同
組
合
の
一
般
会
計
決
算

認
定
及
び
同
年
度
の
組
合

事
業
報
告
。

　

平
成
26
年
度
は
地
域
の

介
護
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
た
め
の
入
所
定
員
の
見

直
し
と
空
き
ベ
ッ
ド
や
待

機
者
情
報
な
ど
を
一
元
的

に
管
理
し
、
総
合
相
談
窓

口
の
本
格
稼
働
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

財
務
収
支
面
で
は
、
実

質
単
年
度
収
支
が
４
年
ぶ

り
の
黒
字
と
な
っ
た
も
の

の
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を

増
す
経
営
環
境
の
中
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

更
に
効
率
的
な
組
合
運
営

を
目
指
し
努
力
し
て
い

く
。

（
報
告
者 　

細
田
光
一
）

行
政
報
告

国道と大桑駅線合流地点

組

合

議

会

報

告

木
曽
広
域
連
合

議

会

報

告

松
塩
筑
木
曽

老
人
福
祉
施
設
組
合

議

会

報

告
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▼
議
員
定
数
・
議
員
報
酬

　

昨
年
の
村
会
議
員
の
改

選
後
、
９
月
定
例
議
会
に

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
削

減
の
条
例
改
定
案
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
運
営

委
員
会
は
、
全
国
の
町
村

議
会
の
実
態
を
ま
と
め
議

会
に
報
告
す
る
こ
と
を
確

認
。
議
会
事
務
局
の
協
力

も
得
て
、
県
内
と
木
曽
の

町
村
議
会
の
実
態
も
含
め

て
、
12
月
定
例
議
会
に
報

告
し
ま
し
た
。
大
桑
村
の

人
口
と
議
員
定
数
の
推
移

も
ま
と
め
、
下
記
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。
定
数
削

減
と
報
酬
削
減
の
条
例
改

定
（
案
）
の
発
議
は
、

い
ず
れ
も
他
の
議
員
の
賛

同
が
な
く
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

▼
議
会
の
資
質
向
上
を
目

指
し
て

　

大
桑
村
議
会
は
、
平
成

23
年
（
２
０
１
１
年
）
３

月
の
定
例
議
会
で
、
「
大

桑
村
議
会
基
本
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
全
国
の
先
進
例
な
ど

を
参
考
に
、
２
年
近
い
議

論
を
重
ね
て
、
木
曽
で
は

最
初
に
ま
と
め
制
定
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
条
例

は
、
地
方
の
首
長
と
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
住
民
か
ら
選

出
さ
れ
る
「
二
元
代
表

制
」
の
も
と
で
、
議
会
が

行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

果
た
す
だ
け
で
な
く
、
村

の
過
去
・
現
在
・
未
来
を

見
据
え
て
積
極
的
な
政
策

提
言
も
で
き
る
よ
う
な
議

会
を
目
指
し
た
も
の
で
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
議
員

と
議
会
の
資
質
向
上
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
一
般
質
問
の
あ
り
方
を

検
討

　

12
月
定
例
議
会
前
の
議

会
運
営
委
員
会
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
録
画

放
送
さ
れ
て
い
る
一
般
質

問
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
し
、
全
議
員
の
意
見

を
聞
い
て
、
３
月
定
例
議

会
か
ら
実
施
す
る
よ
う
議

会
運
営
委
員
会
で
ま
と
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
報
告
者　

古
畑
昌
夫
）

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の

実
態
を
報
告
し
ま
す

議
員
定
数
と
議
員
報
酬
の

実
態
を
報
告
し
ま
す

ー
議
会
運
営
委
員
会
よ
り
ー

木曽郡町村議員報酬・議員定員比較

木曽郡の町村における議員定数 （平成２７年４月１日）

町村名 大桑村 木曽町 上松町 南木曽町 木祖村 王滝村 木曽郡

議員定数 人 10 14 10 10 10 6 60

議員の実数 人 10 14 10 9 10 6 59

定員当たりの人口 人 400 858 490 450 309 139 489

定数当たりの世帯数 世帯 155 360 219 182 113 66 202

町村の人口 人 4,008 12,022 4,902 4,507 3,095 839 19,373

世帯数 世帯 1,558 5,044 2,191 1,820 1,138 397 12,148

１世帯当たりの人数 人 2.5 2.3 2.2 2.4 2.7 2.1 2.4

木曽郡の町村における議員報酬　（月額） （平成２７年４月１日）

町村名 大桑村 木曽町 上松町 南木曽町 木祖村 王滝村 平均

議 　 長 円 242,000 257,000 240,500 235,000 243,000 226,700 240,700

副 議 長 円 169,000 176,000 164,900 163,000 166,000 155,500 165,733

常任委員長 円 156,000 162,000 155,200 147,000 155,000 138,800 152,333

議 　 員 円 149,000 155,000 145,500 143,000 150,000 132,700 145,867

参考：長野県の５８町村平均（平成２６年４月１日） 167,780

　　　長野県の人口５千人未満の町村平均（平成２６年４月１日） 144,150

参考：全国町村平均（平成２６年４月１日） 210,449

　　　全国５千人未満の町村平均（平成２６年４月１日） 174,005

政務活動費 円 - - - - - - -

○大桑村の人口と議員定数の推移 （人）

年度 人口 議員定数 議員１人当り人口

2015 4008 10 401

2003 4696 14 335

1991 5200 16（15） 325（347）

1979 5764 18 320

1965 8022 22 365

※（数字）は実数

○議員定数と議会事務局体制（町村） （人）

大桑村 長野県平均 全国平均

議 員 定 数 10 11.3 12.4

議会事務局職員数 1.5 2.0 2.5

○議員報酬（対町村長給与比） （％）

議長 副議長 委員長 議員

大 桑 村 34.8 24.3 22.4 21.4

長野県平均 40.4 29.6 27.5 26.2

全 国 平 均 41.8 33.9 31.4 30.7

○議会費（2014 年度当初予算）

議会費当初予算（千円） 予算総額に対する比率（％）

大 桑 村 48,949 1.37

長野県平均 51,828 1.64

全 国 平 均 84,840 1.28
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テーマは．．． 
庁舎建設と村づくり 

議員が地区ごとに分かれて伺います。

議会活動日誌
９月 活動内容 27 日

28 日

29 日

県町村議長会定期総会
木曽南部木曽川右岸道路
整備促進期成同盟会要望
活動〈長野市〉
経済建設常任委員会
大桑村猟友会総会

20日

24 日

30 日

木曽広域議会議運・総務・
経済観光常任委員会
木曽南部直轄砂防推進協
議会　要望活動（～25日・
東京）
木曽広域連合議会定例会

15日

18 日
27 日

29 日

30 日

９月定例会
議会報編集特別委員会
９月定例会
御嶽山噴火災害犠牲者追
悼式〈王滝村〉
県議長会各部会・全体研
修会〈長野市〉
庁舎建設特別委員会〈飯
田市・愛知県設楽町視察〉

11 月 活動内容 12 月 活動内容
２日
３日
５日

９日

10日

11 日
12 日

13 日

18 日

総務社会常任委員会
大桑村表彰式
愛知中部水道企業団交流
会（木曽町）
松塩筑木曽老人福祉施設
組合議会 11月定例会
村長杯争奪野球大会閉会
式及び表彰式
町村議会議長会全国大会
森林環境税創設促進議員
連盟正副会長会議・要望
( ～ 13 日・東京 )
中部地方整備局、多治見
砂防国道事務所要望活動
（名古屋市・多治見市）
長野県地方自治政策課題
研修会（長野市）
木曽広域議会総務環境委
員会
中部国道協会定期総会
（～ 19日・東京）

4日

８日

県境近隣市町村議会議長
会要望活動（多治見市、
飯田市）
㈱ＩＨＩターボ視察・懇
談会　（新町工場、木曽工場）
議会運営委員会

※毎月１８日例月監査
※村内各種行事出席

10 月 活動内容
２日
６日
７日

８日
９日

14日

15 日
19 日

20 日

林政懇談会
議会報編集特別委員会
監査委員研修
( ～ 8日・東京 )
表彰審査委員会
庁舎建設特別委員会
女性消防隊激励
全国女性消防操法大会
（～ 15日・横浜市）
議会報編集特別委員会
木曽郡議員総会決議事項
要望活動（飯田市、名古
屋市）
木曽南部土砂防災 NW議
員連盟総会

11 月 12 日麻生大臣に要望

日　時 開催場所 日　時 開催場所

1/23　14：00 ～ 新田集会所 2/6　13：00 ～ 中分館

1/25　19：00 ～ 野尻地区館 2/6　13：00 ～ 上郷分館

1/30　13：00 ～ 西分館 2/6　15：30 ～ 和村分館

1/30　16：00 ～ 橋場分館 2/6　16：00 ～ 東分館

1/31　13：00 ～ 弓矢分館 2/7　13：00 ～ 大島分館

1/31　16：00 ～ 殿分館 2/7　13：00 ～ 伊奈川分館

2/ 1　 19：00 ～ 下在郷分館 2/7　15：30 ～ 須原地区館

2/ 5　 19：00 ～ 野尻向分館 ＊２時間程度を予定しています。

済

済

「議員と語る会」を開催します
　村民の皆様から、議会に対するご意見や庁舎建設、村政に対する提言等を伺い より開かれた議会を
目指すため、議員と語る会を下記のように開催いたします。お近くの会場に是非お越しください。



16おおくわ議会だより　第143号
平成 28 年1月28日発行

▼
年
々
歳
々
、
日
々
新
た

な
り
。

▼
古
希
を
迎
え
、
自
然
現

象
に
限
ら
ず
、
社
会
的
事

象
ま
で
も
が
、
時
間
と
と

も
に
変
化
す
る
様
を
見
て

く
る
と
、
進
歩
と
後
退
の

両
方
を
感
じ
ま
す
。

▼
大
桑
村
は
、
ど
う
な
っ

て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
？

と
不
安
も
湧
き
ま
す
。

▼
こ
ん
な
中
、
次
世
代
に

伝
え
残
し
、
役
に
立
ち
た

い
、
と
の
思
い
か
ら
、

「
世
代
間
リ
レ
ー
」
の
よ

う
に
、
少
し
で
も
、
何
ら

か
の
形
と
し
て
残
し
て
行

き
た
い
と
ご
尽
力
さ
れ
る

方
々
も
お
ら
れ
ま
す
。

▼
私
達
も
、
活
動
や
議
会

だ
よ
り
の
紙
面
を
通
し

て
、
リ
レ
ー
機
能
を
果
た

せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

▼
本
年
が
、
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。　

（
水
野
）

委
員
長　
　

木
戸　

勘
一

副
委
員
長　

瓜
尾
美
佐
子

委　
　

員　

沼　
　

友
行

水
野　
　

進

大
前
今
朝
男

編
集
後
記

　

気
軽
に
持
ち
運
べ
て

皆
と
音
楽
が
楽
し
め
る

「
大
正
琴
」は
、
主
婦
層
を

中
心
に
30
年
程
前
か
ら

ブ
ー
ム
に
な
り
ま
し
た
。

「
い
と
せ
会
」
を
立
ち
上

げ
、
福
島
在
住
の
宮
下
先

生
が
主
催
す
る
「
大
正
琴

を
奏
で
る
会
」
に
参
加

し
、
昨
年
５
月
に
は
35
回

目
の
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
発
表
会
は
、

一
年
間
の
練
習
の
区
切

り
と
し
て
大
事
な
行
事

と
な
っ
て
い
ま
す
。曲
目

は
、
懐
か
し
い
童
謡
か
ら

歌
謡
曲
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
、
若
者
が
興
味
を
持
っ

て
く
れ
る
現
代
の
曲
ま

で
、
幅
広
い
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
練
習
し
、
先
生
の

素
晴
ら
し
い
ア
レ
ン
ジ

が
一
層
琴
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
根

気
強
く
指
導
し
て
い
た

だ
く
お
か
げ
で
練
習
が

楽
し
み
に
な
り
、
練
習
後

の
お
茶
飲
み
会
は
情
報

交
換
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。練
習
は
隔
週
火

曜
日
、
１
時
か
ら
須
原
地

区
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

車
で
の
送
迎
も
し
ま
す

し
、
入
会
、
見
学
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
声
を
か
け
て
下

さ
い
。

（
代
表　

杉
村　

美
鈴
）

第８回第８回

大正琴　いとせ会

太陽と光をどのようにあらわすか考えて描きました。
30ｃｍ×30ｃｍのパネルに油絵具で描きました。

「太陽」

作
品
紹
介
⑩

野知里　有香　　　　　　　　　　細田　陽太
森畑　凌汰　　　　　　　　　　　　藤懸　真帆
　　　　　　（森のピエロの子どもたち）


